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1．はじめに 
地域資源という言葉は様々な意味合いで用いられているが、本学地域文化学科
一年次開講科目「地域文化論Ⅳ（地域資源）」においては、「空間的に移動が難し
く運びにくいからこそ、地域固有の特性として価値があるもの」を指すと捉えて
いる。ある地域の土壌で育ちやすい植物というものは、他の地域では育ちにくい
ものの、商品化すれば運搬が可能になることが往々にしてあり、そういう土着の
ものを地域資源に含めている。例えば、奥出雲町の「仁多米」のなかでも馬木地
区のいわゆるブランド米の味は清水の水質の影響があると言われており、田圃は
運べないが、米や餅として他所へ届けられる地域資源とみなせる。 
同時期の開講科目に、「しまねのまちづくり」がある。例えば松江市内は、都
市計画法の都市計画区域区分から、市域の約半分の範囲に都市計画（まちづく
り）施策が講じられ、もう半分の範囲が農村計画（むらづくり）の範囲と大きく
分けられる。そのため実質は、「まちづくり」と「むらづくり」の両方を対象と
した科目である。受講生は三大都市圏出身者が少なく、アーバンデザインよりル
ーラルデザインの領域が、将来、学生の地元での地域貢献に役立つと思われる。 
 地方自治体の都市計画・農村計画の抱える課題として、土木事業を実施するた
めの税収の不足がある。かつて建設したものの維持管理費用の捻出が必要なこと
は周知のことであるが、その財源確保が難しい。むらづくりは、まちづくりに比
べ農林水産業の要素が大きく、僅かな額でも農林水産業の付随した関連企業の利
益と世帯収入を増やすために、農産物・海産物の加工販売は重要である。 
 松江市を例にとると、国宝松江城の訪問者は多いものの、文化財建造物の保護
上、内部にエレベーターを設置できず、結果として望楼閣への階段昇降を断念す
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る高齢者をよくみかける。そのような方が今後何度も松江城を再訪するとは考え
にくい。それに対し食品は、移動交通費をかけずに複数回繰り返して宅配による
取り寄せを望める。「人に来ていただくまちづくり」よりも、「衣食住に関わる商
品を取り寄せていただけるむらづくり」の方が、超高齢社会では購買対象となる
人数が多くなり、少額であれ持続可能な収益を見込める可能性がある。 
 今年度は、地域資源からむらづくりを考える上で、県立大学という特性から
「島根県」、他県出身者が半数を超えている学生達の「出身県」、縁もゆかりも無
い「見知らぬ県」の三カ所を比較学習することで、地域の固有性と共通項の両方
を発見し、さらに地域資源としての価値を理解し、今後のむらづくりに必要な事
柄への理解を狙った。その先には、地元就職に向けて地域の発展に役立てる企業
の調べ方を知るキャリア教育も意図している。 
 地域文化学科一年生に出身者のいない見知らぬ地域として「岩手県の衣食住」
を取り上げた。北日本の太平洋側にあり、西日本の日本海側とは、気象条件も歴
史・文化的背景も大きく異なる。家政学の消費生活領域のうち衣生活分野の地域
資源には雫石町の亀甲織、食生活分野は二戸市の南部煎餅、住生活分野は住田町
の杉材の仮設住宅を取り上げた。さらに、地域資源として「雪」を捉え直すこと
を目指し、除雪対策について島根県、他県、岩手県の事例学習を取り入れた。 
本報では、今年度の科目「地域文化論Ⅳ（地域資源）」及び「しまねのまちづ
くり」のうち、地域資源からむらづくりを扱った授業展開の内容を報告する。 
 
2．衣生活のための植物栽培と織物 
 近年、本学の学生を見ていると、冬季に夏素材の衣服の着用が目立つ。布に対
する機能性の理解の欠如と材質への関心の希薄さは、小学校社会科で伝統的な織
物の学習と、小中高の家庭科被服分野の授業を受けている背景を鑑みると、衣生
活の本質が理解されておらず、生活実践には繋がっていない現状がうかがえる。 
 岩手県の繊維製品の事例として麻製の「亀甲織（写真 1）」と羊毛製の「ホー
ムスパン（写真 2）」を取り上げた。亀甲織は雫石町選定保存技術に指定されて
おり、麻の栽培から織りまでを同町で行っている。もともとは南部藩への献上品
として武士が着用していたといわれ亀甲の六角形の織り目を作り出す技術の復刻
が特徴である。現在は、「しずくいし麻の会」が小物製品を生産している。授業
教材には、同会が作成した映像が適しており、植物段階から製品完成までの工程
を知ることができる。この映像と織物の実物鑑賞の後、各学生の地元の繊維製品
を年末年始の帰省時に調べてくる課題を出した。 
現在、国内の繊維製品では、綿花や羊毛のように原材料を輸入に頼る現状があ
るが、原材料の栽培生産段階から一貫して同じ地域で賄っている所に地域資源と
しての価値がある。また、それを他県の企業ではなく、その地域の団体で生産と
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加工を行っており、地域資源とむらづくりが連結した事例である。 
   
写真 1 亀甲織のコースター   写真 2 ホームスパンのマフラー 
                      
麻製品は夏向きの素材であるため、冬向きの素材の事例として岩手県盛岡市の
毛織物「ホームスパン」を取り上げた。糸撚りが手作業で写真のように横糸の太
さが均一ではないことによる織り目の不規則さが特徴である。製造過程は株式会
社みちのくあかね会の公式ＨＰで閲覧可能である。ウェブサイト画像では学習で
きない内容として、実物を授業中に触り、見た目に比して空気を大量に含んでい
て軽量だということの理解を促した。この空気層を含む事が、衣服のみならず住
宅の壁材の防寒対策につながる重要な仕組みであるため、次年度の居住文化の科
目で扱う快適な居住環境づくりの内容との接続部分も意図している。 
今回、捺染技術については、綿製品への染料を蒸着させる仕組みの事例として
岩手県八幡平市にある松川地熱発電所の地熱利用の紹介に留まっており、今後の
衣生活に関する教材には繊維の捺染技術の地域性を取り上げたい。 
 
3．南部せんべいの商品開発を題材とした授業の展開 
1)授業概要 
煎餅は広辞苑によると、『和名抄』に「おせん」として掲載されており、平安
時代には既に存在していたと考えられる。新明解国語辞典によると煎餅は「小麦
粉を水でこね、薄くのばして焼いたもの。しょうゆ・砂糖で味をつける［関東地
方では、米の粉を薄くのばして焼いた、しょうゆ味のものを指す］」とある。確
かに、米の煎餅もあれば、小麦粉の煎餅には、卵や油脂の有無により、比重の高
いものから、軽量の生地まで様々ある。 
 岩手県は北側の旧南部藩と南側の旧伊達藩とでは若干食文化が異なり、伊達藩
領では米文化の「餅」が多用されている。南部藩の領地を中心に、現在でも一般
的な食品として小麦粉が主原料の「南部煎餅」が生産・販売されている。一社寡
占ではなく各地にメーカーがあり、一口に南部煎餅と言っても、旧来の軽量生地
のものとクッキー系の商品の両方があり、具材も定番の胡麻・落花生に加え、い
かの燻製・納豆・林檎・かぼちゃの種など多彩で、南部煎餅と聞いた時に連想す
る煎餅像は人によって異なるため、消費者に誤認を与えがちな商品である。 
 今回、岩手県二戸市にある株式会社小松製菓のブランドである巖手屋の「南部
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せんべい」を教材に選定した。同業メーカーが多数ある中で、多種類の商品展開
で急成長を遂げた企業として岩手県内では知られており、商品開発の学習に適し
ていると考えた。この企業には授業展開にあたり全面的な協力を得ることがで
き、経営者の本学への来学による講演会開催、書籍・映像・商品の提供を受け、
「事前学習→講演会→事後学習」の一連の流れが確保でき、地域資源から考える
むらづくり教育の実践が可能となった。 
 本学の学科学生の進路志望の特徴として、図書館司書、教員免許（国語）、マ
スコミ就職希望者の合計が 3 割程度を占めている。そこで、南部煎餅に関する教
材を、それらの進路を希望する学生にも沿うように、岩手県北部の方言の記述が
多数みられる書籍、書籍の内容が映像化されているテレビドラマを用いた。ま
た、高校時代にパソコンをあまり利用していない学生が多数含まれており、操作
の未熟さがみられたため、ICT スキルの向上も目指した（表 1）。 
  
表 1 南部せんべいを題材とした授業展開 
日付 教材 内容 課題 PC ｿﾌﾄ 
10/23 書籍 
小松シキ「むすんでひらいて」 
IBC ビジョン（1996） 1） 
読書ﾚﾎﾟｰﾄ ﾜｰﾄﾞ 
10/30 
株式会社小松製菓 
社長小松豊氏講演会 
演題「地域における南部せんべいの役
割と、今後の商品開発」 
感想文 ﾃｷｽﾄ 
商品の食材 
①南部せんべい（落花生入り） 
②まめごろう （クッキー生地） 
③Tablet choco（煎餅入りﾁｮｺﾚｰﾄ） 
11/13 
南部煎餅に使う食材を考える アイデア 
ｴｸｾﾙ 
ウェブサイト 地元の煎餅と南部煎餅の比較 調べ学習 
映像 
「告白～チョコ南部の秘密～」 
社員出演映画（2018） 
鑑賞ﾚﾎﾟｰﾄ 
11/20 
「むすんでひらいて」 
TBS 系列テレビドラマ（1994） 
1/29 ポスター 
学習内容を図表中心でまとめたポスタ
ーの発表会 
ｽﾗｲﾄﾞ作成･
口頭発表 
ﾊﾟﾜｰ
ﾎﾟｲﾝﾄ 
2/5 地域資源学習の振り返り ﾜｰﾄﾞ 
 
 授業で取り組んだ課題にみられる学生の記述のうち、本人の了解が得られたも
のを引用し、上記の表の掲載順に紹介する。 
2)書籍『むすんでひらいて』の読書レポート 
（問 1）著者の子供時代の暮らしぶりを読んで、あなたの生活環境の、どのよう
な所が恵まれていると気づきましたか？ 
「自動車や交通機関の発達によって移動がスムーズになった現代では、幼いころ
のシキさんのように吹雪の中、寒くて冷たい思いをすることなく目的地までたど
り着くことができます。移動に時間がかからずスムーズであるという点はとても
恵まれていると思いました。」、「この本の内容は筆者の経験談を綴ったものであ
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るためか、真に迫るように感じられ、その暮らしぶりの大変さを痛感しました。
特に、私たちがのんきに何も考えずに学校に通っていたような時期に、リヤカー
を引きながら行商を自発的にやっていたという事実は、かなり心に来るものがあ
り、私たちが何の疑いもなく享受していた、幼少期を長くとることができるとい
う点は、当たり前のことではなく、とても恵まれていることなのだと気づくこと
ができました。」、「本読んでいて、とても胸が痛くなりました。きっと、勉強や遊
んだりしたいはずなのにそれを押し殺して、お金を稼ぐために働いておられまし
た。勉強したいのにできない、遊びたいのに遊べない。それがどんなにつらい事
なのかわたしたちには計り知れないものだろうと思います。やりたいことが存分
にできるところ、何不自由なく生活できるところ、家族がいること、当たり前の
生活が当たり前に送れているところ。そんなところが恵まれているなと感じまし
た。また、感謝して生活しなければならないなと思いました。」 
（問 2）あなたが 3 年半後に社会人になり働く上で、参考にしたいと思った内容
はどの部分です。また、そう思うのはなぜですか？ 
「まずは務が全自動のせんべい焼き機の改良を重ね作り上げたシーンで、一度の
挫折で懲りてはいけないという部分を参考にしたいと思いました。（中略）そして、
不遇な思いをしながらせんべいを焼いていた幼いシキさんが将来せんべい屋をし
たように、どんなつらい仕事の経験も、いつかは自分のためになると信じて挑戦
をしてみたいです。諦め癖がついてしまっては、どこかで損をしてしまうかもし
れないし、耐えていれば自分の可能性につながるかもしれないからです。」 
（問 3）地元の人物の書籍を出版する編集者になったつもりで考えて下さい。方
言のままの記述があり意味がわからない箇所があったと思いますが、全国販売を
行う場合、標準語に直した本にした方がよいでしょうか？ 
「私は標準語に直さないほうがいいと思いました。方言のままであったほうが、
土地柄も伝わるし、なによりも温かさが出ると思ったからです。家族間や近所間
での方言のシーンは登場人物の素の部分が見られる気がしたし、使っている方言
は自分と違うけれどとても親近感が湧いて心情を上手くくみ取れる気がしまし
た。」、「私はわざわざ方言を標準語に直す必要がないと考える。むしろどんどん
方言を残していくべきであると思う。理由は方言は人、地域のアイデンティティ
の一つとなるからである。方言により自分がどの集団に所属しているのかより意
識することができると私は考える。実際に私も大学に入学してから自分は〇〇県
民であるという意識を強く持った。これが自分のアイデンティティが確立された
瞬間であると私は考える。また、方言を聞く側も自分とは違う言葉を使う違和感
を感じ、他の方言への興味を持つことができると考える。そして、方言と地域の
結びつきは大きいため方言を知ることはその地域を知ることにも繋がり学びの輪
が増えていくと感じた。」 
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問 1～問 3 では、問 1 で厳しい生活環境に置かれた暮らしぶりを「初めて知っ
た」という記述が多く、学生自身が体験していない時代の生活実態に関わる教材
は、大学ならではの学習内容として有効であると考えられる。 
3)企業経営者による講演会 
『小松製菓の社是は「感謝と創造」と聞き、いかにも小松シキさんらしいと私
は感じた。ただお煎餅の美味しさを伝えるだけではなく、周りの人に感謝の気持
ちを持ち新たに創造していくことの大切さ伝えていると感じた。今回初めて南部
せんべいについて知り、非常にたくさんの種類があり面白いと思った。実際に食
べてみた、落花生の南部せんべいも非常に美味しかった。食べる前は落花生のお
せんべいなど初めて食べるので、正直美味しいかどうか不安だった。しかし食べ
てみると、想像以上におせんべいと合う味で、すっと口に馴染んでいった。子供
から大人まで美味しく食べることができると思った。また、社長の小松豊さんの
新しい味を追求する気持ちが強く伝わってきた。造りたいと思う気持ちだけでな
くそれを行動に移していくことは本当に熱意がないとできないことだと改めて感
じた。私自身もただ生きていくのではなく、周りの人に感謝の気持ちを持ち、何
かにチャレンジしていく行動力を身につけていきたいと考える。』という記述が
あり、意識から行動への転換の重要性を認識する上で、企業経営者に実際の取扱
商品を題材にすると学生に伝わりやすい印象を受けた。 
尚、この日の講演会の様子は、山陰放送による夕方のニュースに取り上げら
れ、商品紹介、授業意図、学生へのインタビュー内容が放映された。 
4)社員出演による短編映像  
この映像では社員の失敗談を赤裸々に公表し、そこからの改善のプロセスを公
開している。「巖手屋の動画を見て、失敗した後にとる行動の大切さを学んだ。
商品の在庫を切らさないための工夫として行ったことが会社の大打撃となり私も
正直驚いた。だがその失敗を真摯に受け止め、今回自分に足りなかったことやそ
の失敗の原因を考え、今後はどうその原因に対応していけば良いのかということ
を想像力で取り組む姿が印象に残った。（中略）大きな失敗からの学びのおかげ
で今までにない新しい発想が生まれ、さらに盛り上がっていく様子から誰でも失
敗することはあるが、その後の取り組み方によってかなり得るものが変わってく
るなと思った。」とあり、失敗を避け行動しないのではなく失敗経験を積むべき
という教員の課題意図を学生が理解している様子がうかがえる。 
5)テレビドラマ映像 
この映像では、金型で煎餅を焼く工程、吹雪時の着物による厳寒風景、当時の
生活様式、方言による会話が散りばめられている。「映像を見て、本で読んでい
て想像していた通りの場面もあればそうではない場面も多くあった。映像にする
ことによって、小松シキさんの人生がリアルに感じることができるなと思った。
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また、本では人の感情ばかり考えがちであるが映像では周囲の環境や雰囲気も知
ることができ、本では得ることができない情報を多く得ることができるなと思っ
た。また、どんな表情で話しているのかも分かり、本より本人の気持ちが読みや
すいなと思った。」という記述から、映像の伝えるものが見た目ではなく心情に
まで及んでいることがわかる。 
6)地域資源学習ポスター 
 
図 1 地域資源学習成果をまとめたポスター 
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ポスター作品を「リサーチ部門」「デザイン部門」「アイデア部門」「トータル
部門」の 4 部門で学生間の相互投票を行った。リサーチ部門での最多得票であ
り、描画ソフトで煎餅の作図にも挑戦したポスターを掲載する（図 1）。 
授業で登場した素材または加工品の振り返りでは、『私が最も印象に残ってい
るものは「南部せんべい」です。実際に食べ、私自身がその味を気に入ってしま
ったというのが一番の要因です。他にも、本を読んだりドラマをみたりとほかの
ものと比べて、濃い学びをしていたような気がします。』と記述があり、書籍・
映像・講演・実食と重層的な学習の印象深さがうかがえる。 
尚、株式会社小松製菓からは、「地域資源についてはこれから様々な切り口で
研究対象となり得ること改めて実感しております。このような研究対象として取
り上げていただいたこと一企業として誇らしく感じます。」とのコメントを頂戴
した。今後のむらづくりには、社員の定年到達後の就労施設である蕎麦の飲食施
設「自助工房 四季の里」の営業が、超高齢社会に悩む地域の食生活と雇用の併
存のあり方として注目される。 
 
4．東日本大震災後の仮設住宅における地場産材の使用 
 地震や水害などの自然災害に伴い建てられる仮設住宅は、大手プレハブメーカ
ーの規格が主で地域性はあまり反映されない。しかし、岩手県住田町では、2011
年の東日本大震災直後に、地元の木材加工技術を活かし、地元の森林に植生する
気仙杉を使った町独自の仮設住宅が建てられた（写真 3・写真 4）。むらづくり教
育の一環として災害後の復興を考える教材に、この仮設住宅を取り上げた。 
 
 
 
 
 
写真 3 仮設住宅外観（2011 年 5 月撮影） 写真 4 仮設住宅内観（2011 年 5 月撮影） 
 
 災害救助法による応急仮設住宅は 2 年が期限とされているが、次の住まいを確
保できず、仮設住宅での居住年数を延長せざるを得ない状況がみられ、住田町の
場合も震災から丸 9 年経つ令和 2 年 3 月末まで延長された。仮設住宅内の環境工
学上の性能面には課題もあるが、耐用年限を超えて住まわれてきた実績と、同一
市町村内で植生し加工したプレカット材で建設できたという地域資源による「復
興むらづくり」における運用事例としての意義は大きい。また、震災復興には
「事前復興」という考え方があり、住田町では有事に備え木材の確保が行われて
いたため、「防災むらづくり」の事前復興の取り組みとしても注目される。 
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5．居住者の雪かきによる地域との向き合い方 
 以前、島根県の県土整備事務所から、大雪が降ると「早く雪かきをしてほし
い」と苦情が行政に寄せられると聞いた。北日本の積雪の多い地域であれば、住
民が「雪かき」に取り組むのは当たり前の習慣であり、行政任せでは解決しない
と誰もが認識している。その「雪かきは誰の仕事か問題」に切り込んだ雪工学分
野の書籍が発行されたため、今年度の「しまねのまちづくり」の教科書に、上村
靖司らによる『雪かきで地域が育つ―防災まちづくりへ』2）を採用した。本文に
掲載されている岩手県滝沢市上ノ山団地の居住者から行政への苦情ゼロの事例
を、松江市による除雪授業の事前学習課題に含めた。 
 前掲の書籍を用いた事前学習課題には、除雪ボランティアの頁も加えた。その
背景には、2001 年に筆者の日本雪工学会上信越支部の業務担当時に、新潟県新
井市役所の方から受けた「雪かき」の相談事項がある。高齢の夫婦が住む A 家と
B 家は隣り合い、A 家は長男がＵターンして戻り、B 家の子供は県外へ出たまま
である。非力な B 家の雪かきを手伝ってくれないかと A 家に打診したが、「帰っ
てこない B 家の子供の仕事を、なぜしなければならないのか」と断られた。良い
解決策がないかとのことであった。当時の解決策に、高齢者宅への除雪ボランテ
ィア体制を既に運用していた岩手県沢内村の「スノーバスターズ」が先掛けとし
て知られていた。現在では沢内村以外の岩手県各地でスノーバスターズの取り組
みがみられる。このように除雪の課題解決策は、特定地域のみで占有するのでは
なく、他の地域へ共有と拡大を図っていく方策も求められている。 
 北国では雪が降ると、道路が凍る前に自宅周辺を人一人通れるように先ず雪か
きをして通行空間を確保する。次に少しずつ自宅前の歩道部分を除雪する。家族
のためだけでなく通学・通勤・生活する他者への思いやり、そして他人がしてく
れた雪かきの重労働も認識しており感謝の念を持つ。この一筋の雪かき済み部分
は比較的早く溶けるため、以後積もりにくくなるという二次的効果を生む。一方
松江市での大雪は数年に一度であり、毎度、雪かきをせずに放置しているため、
いつまでも歩行者路すら確保されないのが現状である。一例として本学近くの商
業施設集積地では、店舗敷地の駐車場の雪かきのみ行われており、駐車場前の歩
道は雪かきをされていなかった。このような行為は、市民として雪かきの方法
と、融雪の仕組みを知らないことが要因だと考えられる。 
2020 年 2 月、松江市道路課に「雪と地域を結ぶ」と題し除雪計画を、政策部
から「国土強靱化推進計画」を題材に防災で居住地域での住民の助け合いの重要
性の講座を依頼した。道路除雪にあたり、国道・県道・市道に加えて、農道・林
道・港湾道路・赤道の存在も説明を受けた。学生達の記述には、「雪かきをしな
いと交通事故や公共交通機関の運休、人命救助を速やかに行えない、そして物資
を各地へ届けられないために産業にも影響を及ぼし、最終的には松江市全体の損
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失になると聞き、雪かきの重要性を改めて学びました。」と雪かきそのものを取
り上げたもの、「課題としては、除雪にかかる費用の負担や数年に一度の大雪に
備えての設備投資が困難なこと、建設業者が少ないため市道が後回しになってい
ること、建設業者の人手不足、住民の意識低下がみられるという様々なことがあ
ることを知りました」と財源と人手に注目したもの、「除雪だけでなく、普段か
ら道路を整備して下さっている、市役所の方や建設会社のかたのおかげで私たち
が安全に生活できているということを強く感じました」と安心感に言及したもの
が他にもみられ、道路除雪と防災の重要性を通し、まちづくり・むらづくりにお
いて、地域の居住者の安心感の確保のために果たす行政の役割の一端を理解する
機会となった。 
 
6.おわりに 
 今年度の地域資源を題材としたむらづくりに関わる授業実践から、島根県以外
の県産品を教材に選定したとしても、一定の学習効果が得られることがわかっ
た。学部開設当初、「島根で行う、島根を考える教育には、島根の題材を」と考
えていたが、「他県産品を題材に学びとった事柄を、島根の地で考える」という
方法も、島根の地域文化の学びに役立つというのが、今回得られた発見であっ
た。 
今回履修した学生の次年度科目では、白米を粉にする米粉加工と、セメントと
水を混ぜたモルタルとの比較を計画中である。背景は、南部煎餅を予め砕いてお
き、チョコレートと混ぜるという斬新な発想の新商品が展開されているが、この
砕かれた粒の大小の写真と、コンクリートに配合する砂利の粒度とが似ており共
通項を見出せたことによる。今年度は衣食住を別々の地域資源からむらづくりを
扱ったが、「衣＋食」、「食＋住」、「住＋衣」の組み合わせで地域資源の材料特性
を踏まえた上で、むらづくりを効果的に学習できる教材開発を検討している。今
後の予定として「住＋食」に注目し、むらづくりの全国的課題である居住者の生
活を脅かす鳥獣害対策と、それに伴い屠殺された動物の肉を食品加工販売する仕
組みを取り上げる。 
 
 教育実践にあたり講演経費・書籍・映像・商品を無償で提供して下さった株式
会社小松製菓（南部せんべい巖手屋）の皆様に深く感謝申し上げます。 
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